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住宅用火災警報器の交換目安は１０年です！ 

    （既設置の皆様への点検のお勧め） 
 

                 南街・桜が丘地域防災協議会 

                      ２０２０年度三役 

                   ２０２０年０７月１７日 

 

「東京消防庁より”住宅用火災警報器”は古くなると電子部品の劣

化や電池切れ等で火災を感知しなくなる事があります。設置年月を

確認して、設置１０年を目安に本体の交換を検討して下さい」との

案内が発行されております。下記添付資料に火災警報器の点検方法

を説明しておりますので是非設置されている火災警報器の動作確認

を行ってみて下さい。   

南街・桜が丘地域防災協議会では平成２０年(２００８年)に多く

の参加団体が一括購入しましたが、既に１２ヶ年を経過しておりま

すので、地域の安全／安心の確保の為にも、動作ご確認の実施をお

勧め致します。 

●  マンション関連 

尚マンションにお住まいの方はマンション管理組合 

で管理されていると思いますので、管理組合にご確認下さい。 

●  一戸建関連 

平成２２年４月１日以降の新築一戸建の方は住宅用 

開催警報器の設置は義務づけられましたが、一応設置 

 年月をご確認下さい。住宅用火災警報器を未設置の方は地域の

防災力向上の為にも、是非新規の設置をお勧め致します。 

 

住宅用火災警報器は家電販売店及びホームセンター((株)ノジマ、，

コジマ電気、山田電気、ケイヨーＤ２、ジョイフルホンダ等)で販売

しております。 

  ● 煙感知式／熱感知式；\2,000～￥3,500 

  ● 無線機能追加   ；\6,000～ 

 

東京消防庁からの案内は本紙に添付資料をご覧下さい。 

                          以上 

様 
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